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諏訪湖創生ビジョンとは？

事務局支援団体紹介
諏訪湖クラブの活動について

写真-４ 理事会の様子

毎月原則第３日曜日に開

催しています

■諏訪湖創生ビジョン （平成30年３月９日策定）

諏訪地域の宝である諏訪湖の水環境保全（水質、水量、生

態系等）を統合的に推進し、諏訪湖を活かしたまちづくりと一

体的に進めることで、「泳ぎたくなる諏訪湖」「シジミが採れる

諏訪湖」「誰もが訪れたくなる諏訪湖」を実現していく道筋を示

すとともに、県、市町村、諏訪湖に関わる取組をしている団体

や企業、地域住民の皆様とともに、官民連携して諏訪湖を創

生する拠りどころとなるものです。

長期ビジョン（20年後の目指す姿）として「人と生き物が共存

し誰もが訪れたくなる諏訪湖」を掲げ，取り組み分野ごとに今

後の5年間での取り組みを記載しています。

諏訪湖クラブは、「信州ネットSUWA」を発足させる等、諏訪

湖周辺の環境・自然エネルギーに関わる問題等に取り組ん

でいます。

○設 立 平成19年12月1日

○会 長 沖野外輝夫 （信州大学名誉教授）

○正会員 89名（平成30年６月現在）

○設立趣旨

諏訪圏域には、地域の環境保全を指向する沢山の団体

が、それぞれの特性を活かした活動を行い、様々な試みが

なされています。その結果、諏訪湖の浄化も未だ十分とは言

えませんが、以前と比べれば目に見える形で進行していま

す。これら多くの団体の活動を大きな力として結集し、それ

ぞれの活動内容を相互に情報交換する場を創生し、諏訪湖

を核とする諏訪圏域の環境保全をさらにより良い形で推進・

維持していくこと―環境を保全した持続的な経済的発展が可

能な地域づくり―をめざす、シンク・アンド・ドゥを実践する団

体として『諏訪湖クラブ』を設立しました。

○日 時 平成30年５月28日（月）13:30～16:30

○会 場 長野県諏訪合同庁舎講堂

○参加者 諏訪湖創生ビジョンの具体化に関心があり、

参加を希望する団体及び個人 約100名

○会 長 今後決定

○事務局長 酒井裕子諏訪地域振興局長

○事務局 諏訪地域振興局及び諏訪湖クラブ

○内 容

事務局から諏訪湖創生ビジョン推進会議の規約案につい

て説明があり、承認されました。

その後、８グループに分かれ、テーマ毎にグループ討議を

行い、 最後に各グループから意見発表を行いました。

写真 -3 ワークショップ

の講評をする中島恵理

副知事

第Ⅰ回諏訪湖創生ビジョン推進会議を開催
しました

諏訪湖創生ビジョンの具体化に関心のある方は、個人でも

団体でも、いつからでもご参加いただけます。

まずは、下記までご連絡をください。

事務局：諏訪地域振興局企画振興課 TEL : 0266-57-2901

４ライオンズクラブ環境フォーラム＆諏訪湖
創生ビジョンキックオフを開催しました

○日 時 平成30年３月25日（日）13:00～16:30

○場 所 諏訪市文化センター

○参加者 約250名

○取組発表 「諏訪湖をもっと元気に」高島小学校３年１組

「諏訪湖をきれいにしちゃいましょう大☆作☆戦」

信州高校生プロジェクト

写真-1 事例発表の様子

○講演「官民協働による諏訪湖創生ビジョンの実現に向けて」

長野県副知事 中島恵理

○パネルディスカッション 「未来の地域環境について」

パネリスト： 長野県副知事 中島恵理

： 諏訪市長 金子ゆかり

： 諏訪観光協会会長 佐久秀幸

コーディネーター： ライオンズクラブ 西村厚志

○取組宣言

最後に、児童、高校生、ライオンズクラブ、民間団体等の

代表者がステージに立ち『取組宣言』を読み上げ、閉幕。

写真 -2 取組宣言

を読み上げる代表

者たち

■ビジョンの推進体制
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底層貧酸素改善対策の実験を進めています

図-2 底層貧酸素改善の概要

諏訪湖創生ビジョン推進会議は、『人と生き物が共存し、

誰もが訪れたくなる諏訪湖』の実現を目指し取り組みます。

事務局：諏訪地域振興局企画振興課 TEL : 0266-57-2901

ナノバブル発生装置を設置

した岡谷市湊沖合の酸素量を

水深別に測定し時間推移をグ

ラフにしてみました。一般的

には諏訪湖の水に溶け込む酸

素量は水温と植物性プランク

トンの発生量に左右されます

が、装置設置約5時間後には

水深5.5ｍ付近の酸素濃度が

2ppmくらい上昇しました。

諏訪湖クラブでは、県の地域振興推進費を活用し、諏訪湖の

湖底へ、ナノバブル発生装置を利用して空気あるいは酸素を

補給した表層の湖水を送り込み、ナノバブルの効果を検証して

います。今年度は最終的にはその装置の動力源として太陽光

発電を利用する計画が進行中です。（図-2参照）

〔Ｈ29～30年度現場実験の目的〕

①夏期底層の貧酸素状態の解消

②諏訪湖の底質改善の促進

③諏訪湖に見合った浄化装置の設計

Ａ地点 水深の深い箇所での酸素

供給状況の確認

Ｂ地点 底質改善の効果確認

B
Ａ

浄化に向けてのステップ

■60年前の正常な状態
植物性プランクトンを動物
性プランクトンが摂食してバ
ランスがとれている。

■富栄養化による変化
植物性プランクトンが異常
繁殖、表層に集積、透明度
が極度に減少、底層の酸素
不足が頻発し底生動物類が
減少する。

■正常化への期待

植物プランクトンの種類が

変わり、動物プランクトンが

増加、魚類や底生生物が増

加、豊かな生物相の活動が

活性化し捕食する魚や水中

生物が増え、豊かな環境に

復帰。

諏訪湖で見られるプランクトン

現在行っている実験の概要

これまでは商用電力を使用して実施してきましたが、今

年度夏期には太陽光発電システムを使用した実証実験を始

めました。

図-1 実験実施箇所

図-4 現在の諏訪湖に多い

プランクトン

図-3 酸素濃度の推移 (2017.8)

ゾウミジンコ

植物性プランクトン

日 時 ： 平成30年７月13日（金） 午後１時～

会 場 ： 諏訪市文化センター第二集会室

参加者： 諏訪湖創生ビジョン推進会議部会員、一般市民等

写真-1 推進会議の様子

動物性プランクトン

〔内容〕

1)部会長及び副部会長の選出

について

2)平成30年度構成員事業計画

等について

3)ワーキンググループの設置及

びテーマ選定について

「諏訪湖創生ビジョン」に掲げる「水辺空間を活かした賑わ

いの創出や魅力あるまちづくり」の推進に向け、河川環境行

政の方向性、河川占用の特例制度や先進地事例のノウハ

ウ・アイディア等についての知識を深めるため、諏訪湖「河川

空間オープン化」セミナーを開催します。

日時： ８月30日（木） 午後１時30分～午後４時

場所： 長野県諏訪合同庁舎 ５階講堂

内容： ※講師は国土交通省担当官を予定

1）水辺空間を活かしたまちづくりについて

2）河川敷地占用許可準則の特例制度について

3）「ミズベリング」について

河川空間オープン化セミナーを開催します

2018クリーンレイク諏訪ふれあいまつりを開
催します

夏休みに県の施設公開がありました

◆夏休み・水の研究室

主催：諏訪湖流域下水道事務所

日時：平成30年８月３日（金）

場所：豊田終末処理場

1）処理場を探検してみよう

2）水をきれいにする小さな生

き物を見てみよう

3）水の汚れを調べてみよう

16名の親子が参加してくれま

した。

◆諏訪湖の生き物大集合

主催：水産試験場諏訪支場

日時：平成30年８月３日（金）

場所：水産試験場諏訪支場

1）諏訪湖の生き物展示

2）プランクトンの観察

3）みんなでエビの放流

4）水生昆虫の観察

43名の親子が参加してくれま

した。

日時： 平成30年９月８日（土） 午前10時～午後３時

会場： 豊田終末処理場 （クリーンレイク諏訪）

内容： 下水道関連の展示・実演 施設見学

プランクトンの観察

ステージ発表：和太鼓、高校生ダンス他

写真-2 処理場内の探検 写真-3 水生昆虫の観察

諏訪湖創生ビジョン 水環境保全部会、湖辺
面活用・まちづくり部会が開催されました



 「諏訪湖創生ビジョン」に掲げる「水辺空間を活かした賑わいの創

出や魅力あるまちづくり」の推進に向け、河川環境行政の方向性、

河川占用の特例制度や先進地事例のノウハウ・アイディア等につ

いての知識を深めるため、諏訪湖「河川空間オープン化」セミナー

を開催しました。 

○日時 ： ８月30日（木） 午後１時30分～４時 

○場所 ： 諏訪合同庁舎 ５階講堂 

○主催 ： 諏訪建設事務所 

      諏訪湖創生ビジョン推進会議湖辺面活用・まちづくり部会 

○参加者： 行政関係者38人、市民26人、計64人が参加  

  1）水辺空間を活かしたまちづくりについて 

   国土交通省水管理・国土保全局河川環境課 吉村 謙一氏 

   中部地方整備局 河川部河川環境課 吉田 光則氏 

  2）河川敷地占用許可準則の特例制度について 

    中部地方整備局 河川部建設専門官 尾畑 三幸氏  

  3）「ミズベリング」について 

    中部地方整備局 河川部地域河川課 樫野 誠氏 

写真-３ ｽﾋﾟｰｶｰ掲載ﾄﾞﾛｰﾝ 

写真-２ 愛知県岡崎市乙川 ウォーターパーク 

図-１ 実施箇所位置図 

○諏訪湖創生ビジョン推進会議でも、諏訪湖創生ビジョンに係るパ 

  ネル展及びフォト・イラスト作品展を実施しました。 
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まちのにぎわいへ 諏訪湖の水辺活用の 
可能性が高まってきました 

諏訪湖創生ビジョン推進会議は、『人と生き物が共存し、 

誰もが訪れたくなる諏訪湖』の実現を目指し取り組みます。 

事務局：諏訪地域振興局企画振興課 TEL : 0266-57-2901     

諏訪湖創生ビジョン フォト・イラスト作品 
選考会入賞作品展のご案内です  

■河川環境施策の変遷 

 ○河川法の改正の経緯 

   ・明治29年 近代化河川制度の誕生 （治水） 

   ・昭和39年 治水と利水の異形的な制度の整備 

    ・平成９年 治水・利水・環境の総合的な河川制度 

    河川環境の整備とは、多自然型川づくり、自然再生 

    事業により、積極的に良好な河川環境を形成すること。 

 ○河川占用許可準則の緩和 

   ・平成16年 特例措置 河川で社会実験 

   ・平成23年 河川占用許可準則の緩和 

水辺を生かした地域活性化・観光促進 水辺リング 

※ミズベリング とは「水辺＋RING(輪)」＋「水辺＋R(リノベーション)＋

ING(進行形)」の造語です。水辺に興味を持つ市民や企業、行政が

三位一体となり、美しい景観や新しい賑わいを生み出すムーブメント

を起こすことを意味します。セミナーにおいて、 この取組を実践する

ため、グループセッション実施しました。 

※今回参加された方が諏訪湖に望んでいること 

  ・湖畔で景色を楽しみながらのカフェ、バーベキュー  

  ・水遊びができる空間が欲しい 

  ・水上レストランで食事やコーヒーを飲みたい    

 などの意見が多くあがりました。 

全国の先進事例から～こんな取り組みもあります。 

写真-１ 静岡県沼津市狩野川 川辺のビヤガーデンから花火 

 消波堤などに降り立っていたカ

ワウの群れに向けてスピーカーを搭

載したドローンを飛行させるとカワ

ウは一斉に飛び立ち、ある程度の

効果が見られました。 

 一方、湖内に生息する他の生き

物（ヨシゴイ、ササゴイなどの稀

少な鳥など）への影響に対して配

慮が必要という意見もあがりまし

た。 

 今後は、これらの課題解決を図りな

がら、有効な追払方法を検討していき

ます。 

クリーンレイク諏訪ふれあいまつりが 
開催されました  地域振興推進費を利用して、魚食生鳥類による漁業被害を軽減

するための、ドローンによるカワウの追払い実証試験を実施しま

した。 

○平成30年８月28日（火）午前８時～10時 

○主催：諏訪地域振興局、諏訪湖創生ﾋﾞｼﾞｮﾝ推進会議水環境保全部会 

○試験場所：位置図図示  

 諏訪湖創生ビジョンの表紙などに使用するため募集した写真や

イラストの諏訪湖創生ビジョンフォト・イラスト選考会入賞作品

展を諏訪管内で開催しています。お近くへお越しの際は、ぜひご

覧ください。 
  
   ○ 9月20日（木）～ 10月 5日（金）   茅野市役所 

   ○10月10日（水）～ 10月29日（月）  原村役場 

   ○11月 1日（木）～ 11月16日（金）   岡谷市役所 

   ○11月20日（火）～ 12月 7日（金）   下諏訪町役場 

   ○12月10日（月）～ 12月26日（水）   諏訪市役所 

       （富士見町役場､ｸﾘｰﾝﾚｲｸ諏訪、釜口水門は終了しました。） 

○日時：平成３０年９月８日（土） 

○会場：豊田終末処理場（ｸﾘｰﾝﾚｲｸ諏訪） 

○来場者：約900人 

○内容：下水道関連の展示・実演 

 ・場内施設見学 

 ・プランクトン（微生物）の観察 

 ・ステージ発表:和太鼓・高校生ダンス他 写真-４  顕微鏡観察会 

ドローンによる魚食性鳥類追払い実証実験 
を実施しました 
● ９月２３日（日）

「諏訪湖一周ウォーク」主催：諏訪市
集合：諏訪市湖畔公園　出発：午前９時

● ９月２４日（月）
ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ「考えよう僕らの諏訪湖、伝えよ
う豊かな自然」主催：岡谷市　会場：岡谷市
ｶﾉﾗホール　午後2時～

● ９月２９日（土）
「地域の子どもたちのための諏訪湖学習ツアー」

主催：諏訪地域振興局　場所：諏訪湖周　午前８

時４５分：ｸﾘｰﾝﾚｲｸ諏訪集合

●
10月15日（月）-
10月19日（金）

「第１7回世界湖沼会議いばらぎ霞ケ浦２０
１８」主催；茨城県他　会場：つくば国際会
議場

今後に予定しているイベント（9月20日以降）
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世代をつなぐ、持続可能な活動をつなぐ～ 
   第４回川ごみサミットin下諏訪  私たちの身近な生活と密接に関わるごみが、川を通じて海
へと流出し、生態系への悪影響が懸念されています。特に近
年、海のマイクロプラスチックが世界的な環境問題としてその
対策が迫られています。海に流出する前に、川や湖、町なか
でのごみ発生抑制が重要となります。天竜川の水源となる諏
訪湖では、高度成長期に汚染が深刻化して以降、地域で、水
質や水辺の環境改善に取り組み、その成果も表れています。  本サミットでは、これらの取組みや下諏訪南小学校で行った
「ごみ調査を活用した環境学習」などを学びながら、全国の河
川・海洋環境保全に取り組む市民団体や個人、行政担当者、
研究者などの多様な主体との意見交換、世代を越えた交流な
どを行い、これからの水辺のごみ問題の根本解決に向け考え
ます。  
 

【開催概要】（予定） 

○ 日 時： 平成30年11月24日（土） 午後１時～午後５時15分  
○ 会 場： 下諏訪総合文化センター 小ホール  

○ 内 容：    1) 13:00  オープニング    

    2) 13:10  第Ⅰ部 <世代をつなぐ> 子どもたちの活動 

                        発表、子どもたちからの提案   

    3) 14:20  交流タイム （子どもたちのﾎﾟｽﾀｰ発表)/休憩   4) 14:50  第Ⅱ部 <持続可能な活動をつなぐ>   

                     話題提供   全体討議＆意見交換     

    5) 17:00～ まとめ、閉会  

 ○参加費： 無料         ○定員： 300名 

 ○ 主 催： 全国川ごみネットワーク     

                   下諏訪町諏訪湖浄化推進連絡協議会  
  諏訪湖創生ビジョン推進会議は、『人と生き物が共存し、 

誰もが訪れたくなる諏訪湖』の実現を目指し取り組みます。 

事務局：諏訪地域振興局企画振興課 TEL : 0266-57-2901     

環境を考えるシンポジウム「考えよう僕らの 
諏訪湖、伝えよう豊かな自然」が開催されました  写真-７ パネル討論の様子 

 岡谷市の環境を考えるシンポジウム（主催：岡谷市・自治総合センター）が下

記により開催されました。 

○日時：平成30年9月24日（月）午後2時～ 

○会場：岡谷カノラホール参加  

○参加：岡谷市内外から約300人   1)講演「東京湾を世界遺産にすべく奮闘中!」  

         木村尚さん（ザ!鉄腕!DASH!! DASH海岸出演）   2)事例発表：岡谷南部中学校の湖岸清掃など 

         の取り組み   3）パネル討論「考えよう僕らの諏訪湖、伝えよう     豊かな自然」をテーマに中島副知事、沖野諏訪湖クラブ会長及び武居 

         諏訪湖漁業組合長らにより活発な議論が行われました。 

推進会議構成団体紹介コーナー 
『下諏訪町諏訪湖浄化推進連絡協議会』 

「地域の子供たちのための諏訪湖学習ツアー」を
実施しました 

写真-１ 第３回保津川会議の様子  写真-２ 下諏訪南小のゴミ調査 

 名称、略称は『湖浄連（こじょうれん）』と呼ばれています。 

 きれいな諏訪湖、泳げる諏訪湖を取り戻すことを願い、

昭和55年に設立。毎月１回 の湖岸清掃を中心に、諏訪湖

浄化に向けた活動を行っています。 

 近年は水辺のごみ調査、またこれを活用した環境学習に

も取り組み、次のステップに進もうとしています。 

 題字左の「よみがえれきれいな諏訪湖」の挿絵は、湖浄

連が公募した平成11年諏訪湖浄化ポスター最優秀賞で、当時

下諏訪南小学校６年 宮下翔太君の作品です。 

第23回「諏訪湖一周ウォーク」が開催されました 

○主催： 実行委員会（諏訪市） 

○日時： 平成30年9月23日（日） 

○出発： 諏訪湖湖畔公園  午前9時 

○参加： 県内外から家族連れや仲間の

グループなど1,183人が秋晴れの下、湖を

渡る風を感じながら元気に歩きました。 
写真-６ 長野日報掲載記事より 

小型水草刈取船で新川のヒシの刈取りを実施しました 

写真-3 諏訪湖の清掃活動 写真-4 諏訪湖のごみの撤去 

 諏訪建設事務所は、小型水草刈取船を使っ

て諏訪市豊田の新川のヒシの除去作業を実施

しました。  ○日時： 平成30年9月3日～4日  ○区間： 河口より約500m 

小型船でどの程度まで除去できるか検証し来

年度以降の参考にする予定です。 写真-５ 刈取作業の様子 

 ○日時：平成30年9月29日（土）午前8時45分  ○場所：ｸﾘｰﾝﾚｲｸ諏訪、諏訪湖博物館       水産試験場諏訪支場、釜口水門  ○参加：小学生親子6組14人  ○カヌー体験講師：白樺湖カヌースクール               福井博之代表  初めてカヌーに乗る人が多く、あいにくの雨でした

が、子供たちには「楽しかった」ととても好評でした。    写真-８ カヌーを楽しむ参加者 

長野日報掲載記事より 

 諏訪地域振興局は、昨年度に引き続き、地域振興推進費を活用して、諏訪

湖周の県の施設などを親子で巡る「諏訪湖学習ツアー」を実施しました。今年

度は新たに諏訪湖でのカヌー体験を加えました。   
● 11月24日（土）

「第４回河川ごみサミットin下諏訪」

主催：全国川ゴミネットワーク

・下諏訪町諏訪湖浄化推進連絡協議会

● 10月7日（日）

「琵琶湖周航の歌100周年」碑前祭

主催：実行委員会　会場：釜口水門歌碑前

午後1時30分～

● 10月14日（日）
「天竜川シンポジウム」主催：NPO天竜川ゆめ会議

会場：駒ヶ根市民交流センター「アルバ」3階

午前10時30分～午後5時

●

10月15日（月）

～
10月19日（金）

「第１7回世界湖沼会議いばらぎ霞ケ浦２０１８」

主催：茨城県他

会場：つくば国際会議場

●

10月18日（木）

　　　　～
10月20日（土）

「諏訪圏工業メッセ２０１８」  ※諏訪湖クラブ 出展

主催：NPO諏訪圏ものづくり推進機構

会場：諏訪湖ｲﾍﾞﾝﾄﾎｰﾙ　午前9時30分～

今後予定されているイベントです

既に開催されたイベントです



写真-４  ワーキングの様子 

 漁業権には魚を増やす

（増殖）義務が課せられて

おり、放流ばかりでなく、

産卵や生息の場所である

漁場環境の保全・整備も

重要な活動です。  

 なお、一般の方が釣りを

される時には遊漁料が必

要となりますが、これは増

殖費用の一部をご負担い

ただくということなのです。 

 

平成３０年１１月２０日号 発行：諏訪湖創生ビジョン推進会議 

｢第17回世界湖沼会議いばらき霞ケ浦2018｣が 
茨城県つくば市で開催されました 
  

諏訪湖創生ビジョン推進会議は、『  人と生き物が共存し、 

誰もが訪れたくなる諏訪湖』の実現を目指し取り組みます。  

事務局：諏訪地域振興局企画振興課 TEL : 0266-57-2901     

諏訪湖創生ビジョン推進会議の２つの 
ワーキンググループが動き始めました 

推進会議構成団体紹介コーナー ② 
     『諏訪湖漁業協同組合』 

「諏訪湖をきれいにしちゃいましょう大☆作☆戦」 
（諏訪湖ボーイズ＆ガールズ） 

諏訪湖創生ビジョン推進会議ワーキンググループ 
 ●「諏訪湖の日」の制定の検討グループ（12人） 
 ●ゴミの無い諏訪湖グループ（11人） 
   ２つのワーキンググループが動き始めました。 
 第１回会議は9月28日（金）に開催し、熱心な議論が交わされ
ました。「諏訪湖の日」の制定の検討グループでは、諏訪湖へ
の関心を高める必要性と「諏訪湖の日」の制定の是非などを、
ゴミのない諏訪湖グループでは諏訪湖のゴミについて感じてい
ることなどを議論しました。 

 諏訪湖は神代の昔から漁業が行われ、豊かな恵みによって

地域文化を醸成してきました。しかし現在では、ワカサギの大

量死など魚介類にとって厳しい湖になってしまっています。  

 諏訪湖漁業協同組合（組合長 武居薫）は約６４０名の組合

員を有し、諏訪湖で漁業をする権利「漁業権免許」を受けてい

ます。漁獲量や獲れる魚の種類の減少に危機感を持って環境

改善に取り組むとともに各方面に働きかけを行っています。  

 諏訪湖ボーイズ＆ガールズは諏訪地域の高校生が主体と

なり、諏訪湖で泳ぐことを目指して活動するグループです。 

 きっかけは昨年の諏訪湖マラソンにさかのぼります。秋の諏

訪湖を走りその臭いを感じる中で、諏訪湖に対し何かできるこ

とをしたいという気持ちが強くなりました。 

 でもただゴミを拾うのは面白くない。そこで県内の高校生が

課題解決に向け行動する「信州高校生プロジェクトふろぷろin

諏訪」の議論を基に、拾ったゴミの量を楽しくチームで競い合

う「スポーツごみ拾い」による「諏訪湖をきれいにしちゃいま

しょう大☆作☆戦」を企画しました。 

  第1回は3月25日、第2回は10月

６日に開催し、多くの方の参加を

いただきました。 

 これからもヒシ取りやお楽しみ

会など、いろいろなイベントを通じ

て、楽しみながら諏訪湖をきれい

にしていきたいと考えています。 

 

 年度内に一定の結論を出すことを
目標に、議論を重ねていきます。 
 なお、「諏訪湖の案内人の育成」
グループにつきましては、もう少し
時間をかけて既存の取組との調整
を図るなどをしてから改めて開催さ
せていただきます。 

 

写真-3  諏訪湖のごみ拾い 

〈テーマ〉  

 人と湖沼の共生  ―接続可能な生態系サービスを目指して― 
 
〇会 期： 平成30年10月15日（月）～19日（金） 

〇会 場： つくば国際会議場  

〇主 催： 茨城県、公益財団法人国際湖沼環境委員会 
  
 長野県からは、中島副知事及び県庁環境部水大気環境課３

名が出席しました。16日（火）には、湖沼法に基づく指定湖沼の

うち、天然湖沼を有する５県〈茨城県（霞ヶ浦）、長野県（諏訪

湖・野尻湖）、滋賀県 

写真-１ 連携を設立した５県の代表 

写真-２ ワカサギ 

「湖沼の水質や生態系を含む水環境保全に関する取組をこれ

まで以上に強化する。」としています。 

 宣言後の16日（火）夜には、宣言に参加した５県によるワー

クショップが開催され、「シジミのすめる湖沼環境を目指した自

治体の取組」をテーマに意見交換が行われました。 

 各県からの事例発表において、長野県からは、諏訪湖が抱

える課題とその対策並びに「諏訪湖創生ビジョン」に基づく県

の取組について紹介しました。 

 水大気環境課渡辺ゆかり課長は「諏訪湖は多面的な利用も

求められ、カヌーやサイクリングといったレジャーの拠点として

期待する声もある。  生態系や水環境の保全ともバランスを

とっていきたい」と話しました。 

（琵琶湖）、鳥取県（中海）、

島根県（中海・宍道湖）〉によ

り、「湖沼水環境保全に関す

る自治体連携設立」が宣言

されました。 

 水環境保全に関して複数

の県が連携するのは全国で

初めてであり、宣言では、  

● 11月24日（土）
「第４回川ごみサミットin下諏訪」
主催：全国川ゴミネットワーク
　　　 下諏訪町諏訪湖浄化推進連絡協議会

●
10月15日（月）

～
10月19日（金）

「第１7回世界湖沼会議いばらぎ霞ケ浦
2018」
主催：茨城県他　会場；つくば国際会議場

●
10月18日（木）
　　　　～
10月20日（土）

「諏訪圏工業メッセ２０１８」
主催：NPO諏訪圏ものづくり推進機構
会場：諏訪湖ｲﾍﾞﾝﾄﾎｰﾙ　午前9時30分～

●
10月28日（日） 「諏訪湖マラソン」

主催：諏訪圏健康推進協議会
スタート午前10時　参加者８,000人

●
11月５日（月） 諏訪湖創生ビジョン推進会議第３回湖辺面活用・

まちづくり部会　午後１時30分～
諏訪合同庁舎講堂   部会員及び一般48人参加

今後に予定しているイベントです

すでに開催されたイベントです　





県と信州豊かな環境づくり県民会
議主催の「環境保全に関するポス
ターコンクール」は、毎年、環境保全
に対する理解と関心を深め、省エネ
活動などへの意欲を高めるために実
施されています。
今年は「環境保全に関するポス
ターコンクール 小学生低学年の部」
において、諏訪湖を題材とした諏訪
市立中洲小学校３年 平出銀而さん
の作品が最優秀賞を受賞しました。

平成３１年１月２１日号 発行：諏訪湖創生ビジョン推進会議

諏訪湖遊覧船『初日の出号』が出航しました

諏訪湖創生ビジョン推進会議は、『人と生き物が共存し、

誰もが訪れたくなる諏訪湖』の実現を目指し取り組みます。

事務局；諏訪地域振興局企画振興課 TEL : 0266-57-2901

『諏訪湖創生ビジョン』が、国の
「流域水循環計画」に認定されました

推進会議構成団体紹介コーナー ④
諏訪湖白鳥の会

● １月29日（火）
「諏訪湖浄化講演会」主催：諏訪湖浄化対策連絡協議会
　時間：午後６時30分～午後８時　場所：諏訪市役所
　講師：全国川ごみネットワーク理事　小口智徳氏

● ２月２日（土）
～光　つながる　諏訪の国～　灯そう！アイスキャンドル
　主催：アイスキャンドル実行委員会
　場所：６市町村各所　点灯時間：午後５時～

● ２月６日（水）

「環境ミニフォーラム」　主催：諏訪湖ライオンズクラブ
　時間：午後1時30分～午後4時
　場所：おぎのやドライブイン諏訪インター店
　内容：中島副知事講演会、関係団体活動発表など

● 1月1日（火・祝） 元旦マラソン走り初め　諏訪湖走友会

今後に予定しているイベントです

既に開催されたイベントです　

諏訪湖（横河川河口）に、昭和49年11月、2羽の白鳥が飛来し
てから今季で45シーズンとなります。会発足は昭和59年で、飛
来初認日・終認日・羽数等を観察、記録しています。鉛中毒の
白鳥を保護したり、湖中の鉛錘を回収するなどの活動をしてき
ました。
また、諏訪湖アダプトプログラムに参加し、現在は飛来地の環
境整備として草刈り、ゴミ拾い、アレチウリの除去等を行い、毎
季、初飛来後は早朝に補足的な給餌と観察・記録をしています。
見た目にはきれいな諏訪湖ですが、プラスチックの枠や管が
白鳥の首に挟まっている姿が目撃されています。冬の風物詩と
して地域の皆さんに親しまれている白鳥を通じて、貴重な自然
である諏訪湖の環境を考えられるよう活動を続けていきたいと
思います。
諏訪湖白鳥の会 会長 白田正夫
事務局長：花岡幸一 事務局：阿部正則

約４千キロ離れたシベリアから白鳥の飛来

写真-１ 挨拶をしています

冬の諏訪湖にやってくる代表
的な渡り鳥はコハクチョウです。
北極に近い東シベリアから、カ
ムチャッカ、北海道、東北地方
の日本海側沿いに 高い山脈を避
け一ヶ月近くかけて、約4,000km
離れた諏訪湖に飛んできます。
安曇野の犀川には毎年10月中旬に
やって来ますが、諏訪湖には12月
19日に飛来しました。
ハクチョウは家族愛の強い鳥で、
冬を越して北帰行の時は、家族が
ケガをすると、治るまで待っている
ので、遅い時は5月まで残っている
時もあります。重さは5～6ｋｇもあり、
鳥としては最大級です。

Q１：ハクチョウは何を食べていますか？
◆植物性の色々なものを食べます。主に水草、その他の
草の根、実などを食べます。
Q２：ハクチョウはどうして４０００キロも飛べるのですか？
◆空気抵抗の少ない流線的な体を持ち、翼がとても大きいで
す。
◆翼を動かす筋肉胸筋が非常に発達していて、 大変軽くて丈
夫な骨組みをしています。
◆また、食べ物をすばやく消化し、能率的に排泄する仕組が
できていて、体を軽くすることができます。
Q３：ハクチョウは諏訪湖には何羽飛来してきますか？
◆多い年は、100羽台でしたが、ここ数年は100羽未満です。
Q４：ハクチョウの家族は何羽ですか？
◆両親を入れて４～６羽くらいです。全体に灰色のハクチョウ
がその年に生まれた子供です。
◆飛ぶときには、普通、最初が父親で中間に子供、最後が母
親の順番です。

図-１ 飛来するコース

国（内閣官房水循環政策本部事務局）では、各地域における
健全な水循環のための流域マネジメント推進の取組を行ってお
り、全国各地の水循環に関する計画等について、水循環基本計
画（H27.7）に基づき「流域水循環計画」に該当する場合は認定し
公表しています。
今般、昨年３月に策定した「諏訪湖創生ビジョン」が認定されま
した。これにより、ビジョンに掲げる一部の取組について、国土交
通省所管の交付金の配分に当たり配慮される場合があります。
本県関係では、昨年１月の安曇野市に続き２例目となります。

【詳しくは以下のホームページをご覧ください】
官邸（水循環政策本部）HP
https://www.kantei.go.jp/jp/singi/mizu_junkan/
内閣官房HP
https://www.cas.go.jp/
内閣官房水循環政策本部事務局HP
https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/mizu_junkan/index.html

新しい年を迎えお喜び申し上げます。
１月１日早朝、最低気温マイナス8.5℃の厳しい冷え込み

の中、諏訪湖畔は、諏訪湖上から初日の出を拝もうという
沢山の人で賑わいました。諏訪市観光協会と諏訪市貸船組
合が運行する諏訪湖遊覧船『初日の出号』が今年も諏訪湖

写真-２ 首に枠の絡んだ白鳥 写真-３ 鉛中毒の白鳥を保護

写真-４ 平成最後の初日の出

畔ロイヤル桟橋から出航、約200名
の家族連れや観光客が乗船しまし
た。午前６時50分竜宮丸に続き、
すわん号が出航、諏訪湖のほぼ中
央において停船。午前７時10分頃
八ヶ岳の裾野から初日の出が顔を
出し、風もなく、穏やかな湖面を
照らしていました。

「環境保全に関するポスターコンクール
小学校低学年の部」で最優秀賞を受賞しました






